学習指導資料：「ネット社会の歩き方：レッスンキット」

「３９　契約は慎重に　」

１．指導対象

　　小学校高学年から高校生
２．教科・科目

　　総合的な学習の時間、技術・家庭科、情報科、家庭科
３．指導意図

　ネットワーク社会に限らず、私たちの社会は契約によってなりたっている。簡単な約束と考えがちなことでも、実際には契約に該当することが数多くある。未成年者の発言でも、契約に結びつく場合があり、契約と見なされてしまうと法に基づく対処が必要になる。社会の一員として生活していくためには契約の大切さを知り、安易な契約の危険性を知ることが大切である。

また、契約によるトラブルが発生した時には、消費生活センターなどの公的な相談窓口を利用することでその解決の手助けとなることを知っておくことが役立つ。
高等学校の家庭科の授業の中に「契約」に関する内容があるので、その場面で扱うと効果的である。
４．指導目標

①一度契約したものは簡単にキャンセルできないことを知る。

②契約する前にしっかりと内容を確認する姿勢を身につける。

５．授業展開例

	学習活動
	教師の支援

	（1） 導入

○ネットオークションのシステムを確認する。

（2） 展開

○レッスンキットの５場面まで見て、キャンセルの可否について考える。
＊予想される回答例

・ＣＤを受取っていないので問題ない。

・すぐにキャンセルのメールを送れば問題ない。

　・キャンセルできない。

　・キャンセル料を払えば問題ない。

　　　　　・「キャンセルさせて欲しいのだが」と
相談す　　　相談すればば良い。
· 　　○最後までみて、キャンセルについてまとめ

· 　　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。○シュン君はこの後どうすればよいのかを考
· 　　　える。
（3） まとめ
○ネットオークションなどで契約するときの注意点について考える。

	○ネットオークションのシステムを知っている生徒に発表させ、その後、確認する。

○キャンセルができるかどうか、理由も含めてワークシートにまとめさせ、発表させる。
○ネットオークションでのキャンセルについてワークシートにまとめさせる。

○明らかに契約違反であり、先方から違約金を請求されたら支払わなければならないことを知らせる。

○生徒に発表させた後、以下の点を参考にまとめる。

・契約する前に内容をしっかりと確認する

・一度結んだ契約は守ることが原則

・自分の都合で契約をキャンセルするときは違約金を支払わなければならないことがある

・少しでもおかしいと思ったら契約しない


６．問題事例が発生した際の教師や保護者サイドの対処法、問題解決法

ａ．本人に契約に至った経緯を確認し、以下の例外以外は未成年者の契約は成立しない

  ので、本人に契約の取り消しを行わせる。

　 例外として

　　「親の同意を得ている」「成人である」などの嘘を言っていた場合

　　 契約金額が小遣いの範囲

　　 未成年者でも結婚している場合

  小遣いの範囲内であれば、自己責任を確認させる意味で、保護者同意の上で、実費を

  負担させることもありえる。

 ｂ．未成年者としての契約の取り消しができない場合は、契約のきっかけを確認し、特

  定商取引法に該当する場合（複合サービス会員権・タレント養成・健康食品など）は

  相手に取り消しを求める。

 ｃ．取り消しに応じない等の場合は、地域の消費生活センターなどに相談をする。

　　あらかじめ、学校の指導範囲を保護者に説明しておくとよい。

学校の端末からは、インターネットショッピングやオークションには参加できないよ

  うフィルタリングをしておくことも考えられる。

　　家庭の端末から行ったことは家庭が全責任を持つのが原則だが、保護者向けの啓発活

  動を行う手だてが当面必要といえる。
７．指導資料

　●Yahoo!オークションガイドライン
　　http://auctions.yahoo.co.jp/html/guidelines.html
　●電子商取引における売買契約の成立時期（Web110）
　　http://web110.com/cyberacademy/ch13.html
　●契約を楽しく勉強したい（東京くらしWEB）
　　http://www.shouhiseikatu.metro.tokyo.jp/mokuteki/study.html
　●契約するってどんなこと（関西消費者協会）
　　http://kanshokyo.jp/jhs/keiyaku/keiyaku.html
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